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彙
報
（
二
〇
二
一
年
度
） 

  

†
 
教
員
関
係 

 

二
〇
二
一
年
四
月 

 
井
上
貴
恵
専
任
講
師
が
着
任 

 

二
〇
二
一
年
度
新
規
兼
任
講
師
（
哲
学
専
攻
設
置
科
目
） 

 
王
前
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
政
治
と
哲
学
」
） 

小
草
泰
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
心
と
身
体
の
哲
学
」
） 

 
國
領
佳
樹
兼
任
講
師（
担
当
科
目「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
哲
学
」） 

 
李
龢
書
兼
任
講
師
（
担
当
科
目
「
老
い
と
病
い
の
哲
学
」
） 

  二
〇
二
二
年
三
月 

青
田
麻
未
兼
任
講
師
退
職 

 
梅
田
孝
太
兼
任
講
師
退
職 

 
堀
江
有
里
兼
任
講
師
退
職 

   

 

†
 
学
生
関
係 

 

二
〇
二
一
年
四
月 

 
第
四
期
と
し
て
四
十
九
名
入
学
。 

 
二
年
次
に
一
名
編
入 

 

二
〇
二
二
年
三
月 

 
第
一
期
生
と
し
て
三
十
一
名
卒
業 

  

 
 
†
 
卒
業
論
文
題
目
一
覧 

 

・
カ
ン
ト
の
倫
理
学
と
状
況
倫
理
の
す
れ
違
い
の
問
題
に
つ
い
て―

善

意
の
噓
を
通
じ
た
考
察―

 

・
善
い
噓
は
あ
る
の
か―

カ
ン
ト
『
人
倫
の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』

に
お
け
る
考
察―

 

・
死
を
前
に
し
て
の
不
安
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か―

ハ
イ
デ
ガ

ー
か
ら
見
た
死
の
不
安―

 
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
実
存
論
的
独
我
論
に
つ
い
 
 
 
  

 
 
て 
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・
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
死
と
は
何
か―

不
安
の
対

象
と
し
て
の
死―

 

・
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
技
術
と
は
何
だ
ろ
う
か
」
に
お
け
る
現
代
技
術 

・
意
味
は
い
か
に
し
て
あ
る
も
の
の
理
解
を
可
能
に
す
る
の
か―

ウ
ー

シ
ア
を
め
ぐ
る
解
釈
と
並
行
し
て―

 

・
存
在
者
は
関
係
的
か
非
関
係
的
か―

グ
レ
ア
ム
・
ハ
ー
マ
ン
と
ス
テ

ィ
ー
ヴ
ン
・
シ
ャ
ヴ
ィ
ロ
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て―

 

・
脳
死
を
め
ぐ
る
死
の
自
己
決
定
権
を
認
め
な
い
と
言
え
る
の
か 

・
こ
ど
も
の
哲
学
対
話
に
お
い
て
「
知
的
に
安
全
な
場
所
」
は
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
る
の
か―

教
室
で
の
実
践
か
ら
の
考
察―

 

・
教
育
現
場
で
行
わ
れ
る
哲
学
対
話
の
課
題
と
解
決
策 

・
学
問
学
と
し
て
の
「
仁
斎
学
」―

人
が
人
と
し
て
生
き
る
た
め
の
営 

み―
 

・
女
性
の
自
由
な
選
択
の
た
め
に―

家
族
と
労
働
の
関
わ
り
か
ら 

・
私
の
学
生
と
し
て
の
学
び
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か 

・
「
人
間
と
機
械
」
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
考
え
ら
れ
る
諸
問
題
に
つ
い

て
の
考
察 

・
「
理
解
社
会
学
」
へ
の
論
駁
と
タ
ル
ド
の
「
模
倣
」 

・
脱
構
築
の
展
開
〜
対
話
可
能
性
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
へ
の
態
度
〜 

・
今
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
『
逃
走
論
』
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て 

・
レ
ン
マ
と
そ
の
科
学
的
実
践 

・
「
不
幸
」
を
生
き
る
こ
と 

・
ノ
イ
ズ
か
ら
み
た
音
楽
と
そ
の
受
容 

・
哲
学
対
話
の
発
話
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か―

日
本
語
教
育

学
的
視
点
か
ら
の
哲
学
対
話
実
践
の
分
析
と
応
用―

 

・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
国
家
論
に
お
い
て
国
民
の
安
全
は
守
ら
れ
る
の
か 

・
ヒ
ュ
ー
ム
の
述
べ
た
因
果
論
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か 

・
『
論
理
哲
学
論
考
』
で
用
い
ら
れ
る
「
対
象
」
と
は
何
か 

・
目
的
論
的
意
味
論
は
ど
の
よ
う
に
し
て
志
向
性
の
自
然
化
を
試
み
て

い
る
か 

・
ハ
ー
ド
決
定
論
は
私
た
ち
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か 

・
王
龍
渓
の
学
問
観―

学
校
教
育
に
お
け
る
主
体
的
学
び
の
観
点
と
と

も
に―

 

・
武
士
の
対
人
観
念
に
つ
い
て 

・
鵜
澤
總
明
の
法
哲
学
と
極
東
国
際
軍
事
裁
判―

鵜
澤
總
明
の
老
荘
思

想
解
釈
か
ら―

 

・
福
沢
諭
吉
の
女
性
論
、
家
族
論 

・
西
田
思
想
に
見
る
戦
争
協
力
〜
『
日
本
文
化
の
問
題
』
『
学
問
的
方

法
』
を
中
心
に
〜 

・
思
想
と
し
て
の
天
皇―

和
辻
倫
理
学
を
参
考
に
し
て―

 

・
〈
あ
り
の
ま
ま
〉
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か―

エ
ン
ハ
ン
ス
メ

ン
ト
の
議
論
と
障
害
の
社
会
モ
デ
ル
か
ら
考
え
る―

 
 

（
順
不
同
 
卒
業
論
文
提
出
者
数
と
卒
業
生
数
は
一
致
し
な
い
） 
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†
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会
な
ど 

 

二
〇
二
一
年
七
月
七
日 

 
東
ア
ジ
ア
哲
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
一
回 

 
志
野
好
伸
「
張
東
蓀
に
と
っ
て
の
中
国
哲
学
」 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

二
〇
二
一
年
八
月
四
日 

 
東
ア
ジ
ア
哲
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
二
回 

 
小
倉
紀
蔵
氏
「
北
学
と
東
学
：
韓
国
と
北
朝
鮮
の
哲
学
史
解
釈
」 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

二
〇
二
一
年
九
月
十
一
日 

International C
onference: C

elebrating the launch of T
he Journal 

of E
ast A

sian P
hilosophy

（
主
催
：International Society of E

ast 

A
sian P

hilosophy

） 

登
壇
者
：John M

akeham

氏
、L
in Shaoyang

氏
、G

oda M
asato 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

二
〇
二
一
年
十
月
六
日 

 
東
ア
ジ
ア
哲
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
三
回 

 
賴
住
光
子
氏
「
道
元
『
正
法
眼
蔵
』
の
世
界
観
」 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

二
〇
二
一
年
十
二
月
一
日 

 
東
ア
ジ
ア
哲
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
四
回 

 
野
家
啓
一
氏
「
近
現
代
日
本
の
科
学
哲
学
」 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

 

二
〇
二
一
年
十
二
月
十
日
、
十
一
日 

International C
onference :  P

hilosophies around E
ast A

sian Seas

（
主
催
：International Society of E

ast A
sian P

hilosophy

） 

基
調
講
演
者
：Y

usa M
ichiko

氏
、P

hilip J. Ivanhoe

氏 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

二
〇
二
二
年
二
月
二
日 

 
東
ア
ジ
ア
哲
学
レ
ク
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
五
回 

 
合
田
正
人
「
翻
訳
と
し
て
の
哲
学―

「
で
あ
る
」
の
冒
険
」 

 
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催 

  


